
〜んとする／んとした（將要〜・正想〜（書面文語の意志・寸

前））
「〜んとする／んとした」（將要〜・正想〜（書面文語的意志・即將發生的瞬間）） — ① 文型と例句

N1 ・ CEFR

C1

姓名： 日期：

STEP 1・先讀懂文型：先看下面的句型公式與說明，再把例句一句一句唸出聲音。 看懂了、唸熟了，再翻

到第 2 頁自己動筆寫。

柴犬老師陪你學！

動詞ない形語幹（未然形）＋んとする｜ G1 言う→言わんとする／G2 沈む→沈まんとする ※注意 G2 上

下一段也接「ない形語幹」/ サ変 する→せんとする／カ変 来る→来（こ）んとする

「〜んとする」是文語助動詞「む（意志・推量）」變成「ん」、再加「とする」而來，相當於現代日語的「〜（よ）うとする」，意思

是『將要〜・正想〜』。語氣古風、莊重，多見於文章・報導・文學・正式演說。

接續（接動詞的未然形＝ない形去掉「ない」的部分）：

①五段（G1）：「言う→言わんとする」「沈む→沈まんとする」「咲く→咲かんとする」。

②上下一段（G2）：「述べる→述べんとする」「起きる→起きんとする」（接ない形語幹）。

③サ変：「する→せんとする」（不是「しんとする」，要記特殊形）。

④カ変：「来る→来（こ）んとする」。

兩大語感：

①意志『正想・打算做〜』：常見定番「言わんとすること／言わんとするところ」＝『（某人）想表達的事』：「彼が言わんとするこ

とはよく分かる」（我很明白他想說的意思）。

②寸前『就要〜（的那一瞬間）』：描寫一個動作即將發生的臨界點：「日がまさに沈まんとする」（太陽正要西沉）、「桜が今まさに咲

かんとする」（櫻花正要綻放）。常和「まさに（正・恰）」「今にも」搭配。

變化形：

①過去・修飾名詞「んとした」「んとする＋名詞」：「立ち上がらんとした時、声をかけられた」（正要起身時被叫住了）、「咲かんと

する蕾」（正要綻放的花苞）。

②「んとしている」表正在臨界進行：「時代はまさに変わらんとしている」（時代正要改變）。

最重要對比 — んとする是「（よ）うとする」的古風形：

・現代口語：「日が沈もうとする」「言おうとすること」。

・文語書面：「日が沈まんとする」「言わんとすること」。

→ 意思相同，差在語體：日常會話・一般文章用「（よ）うとする」；莊重・文學・報導・成語化的「言わんとするところ」才用「ん

とする」。N1 讀解・聽解要能把「んとする」立刻換算成「（よ）うとする」來理解。

注意：

①サ変一定是「せんとする」，寫成「しんとする」是錯的。

②口語幾乎不用，作文時除非要莊重・文學的語感，否則用「（よ）うとする」較自然。

③「言わんとすること（想表達的事）」是高頻成語化用法，務必記住。

例句（9 句）

日がまさに沈まんとする。（ひが まさに しずまんと する。） 太陽正要西沉。

彼が言わんとすることは、私にもよく分かる。（かれが いわんと する ことは、わたしにも よく わかる。） 他想表達的意思，我也很明白。



桜の花が今まさに咲かんとしている。（さくらの はなが いま まさに さかんと して いる。） 櫻花正要綻放。

立ち上がらんとした時、後ろから声をかけられた。（たちあがらんと した とき、うしろから こえを かけられた。） 正要起身時，被人從背後叫住了。

一つの時代が、まさに終わらんとしている。（ひとつの じだいが、まさに おわらんと して いる。） 一個時代正要落幕。

彼は何かを語らんとして、口を開いた。（かれは なにかを かたらんと して、くちを ひらいた。） 他像是想說什麼，開了口。

事を成さんとする者には、強い意志が必要だ。（ことを なさんと する ものには、つよい いしが ひつようだ。） 想要成就大事的人，需要堅強的意志。

新しい命がこの世に生まれ出んとしている。（あたらしい いのちが この よに うまれ いでんと して いる。） 新的生命正要降臨人世。

嵐がまさに過ぎ去らんとする頃、空が明るくなった。（あらしが まさに すぎさらんと する ころ、そらが あかるく なった。） 暴風雨正要過去之際，天空

亮了起來。



〜んとする／んとした（將要〜・正想〜（書面文語の意志・寸

前））
「〜んとする／んとした」（將要〜・正想〜（書面文語的意志・即將發生的瞬間）） — ② 練習

N1 ・ CEFR

C1

姓名： 日期：

STEP 2・自己寫寫看：看提示句，把它改寫成本課的句型，寫在底線上。寫完再翻到第 3 頁對答案。

動詞ない形語幹（未然形）＋んとする｜ G1 言う→言わんとする／G2 沈む→沈まんとする ※注意 G2 上

下一段也接「ない形語幹」/ サ変 する→せんとする／カ変 来る→来（こ）んとする

1 提示：日・沈む （しずむ）

2 提示：言わんとすること （いう）

3 提示：桜・咲く （さく）

4 提示：立ち上がる・時 （たちあがる）

5 提示：時代・終わる （おわる）

6 提示：語る・口を開く （かたる）

7 提示：事を成す・意志 （なす）

8 提示：命・生まれ出る （うまれいでる）

9 提示：嵐・過ぎ去る （すぎさる）



10 提示：（罠）サ変は「せんとする」（サへん）

11 提示：（罠）んとする＝（よ）うとする （ぶんご）

12 提示：（罠）接ない形語幹 （みぜんけい）

13 提示：（自由）夜が明ける （あける）

14 提示：（自由）改革する （かいかく）

15 提示：（自由）飛び立つ （とびたつ）

16 提示：幕・上がる （あがる）

17 提示：意味・くみ取る （くみとる）

18 提示：船・出港する （しゅっこう）

19 提示：決断・下す （くだす）

20 提示：希望・芽生える （めばえる）

21 提示：戦い・始まる （はじまる）



22 提示：雨・降り出す （ふりだす）



〜んとする／んとした（將要〜・正想〜（書面文語の意志・寸

前））
「〜んとする／んとした」（將要〜・正想〜（書面文語的意志・即將發生的瞬間）） — ③ 解答

N1 ・ CEFR

C1

姓名： 日期：

STEP 3・對答案：以下為已驗證的模範解答。標示「參考解答」者為開放式題目的其中一種正解，並非唯一答案。

1 提示：日・沈む （しずむ）

日がまさに沈まんとする。（ひが まさに しずまんと する。）

ひが まさに しずまんと する。

太陽正要西沉。

2 提示：言わんとすること （いう）

彼が言わんとすることは、私にもよく分かる。（かれが いわんと する ことは、わたしにも よく わかる。）

かれが いわんと する ことは、わたしにも よく わかる。

他想表達的我懂。

3 提示：桜・咲く （さく）

桜の花が今まさに咲かんとしている。（さくらの はなが いま まさに さかんと して いる。）

さくらの はなが いま まさに さかんと して いる。

櫻花正要綻放。

4 提示：立ち上がる・時 （たちあがる）

立ち上がらんとした時、後ろから声をかけられた。（たちあがらんと した とき、うしろから こえを かけられた。）

たちあがらんと した とき、うしろから こえを かけられた。

正要起身被叫住。

5 提示：時代・終わる （おわる）

一つの時代が、まさに終わらんとしている。（ひとつの じだいが、まさに おわらんと して いる。）

ひとつの じだいが、まさに おわらんと して いる。

一個時代正要落幕。

6 提示：語る・口を開く （かたる）

彼は何かを語らんとして、口を開いた。（かれは なにかを かたらんと して、くちを ひらいた。）

かれは なにかを かたらんと して、くちを ひらいた。

他想說什麼開了口。

7 提示：事を成す・意志 （なす）

事を成さんとする者には、強い意志が必要だ。（ことを なさんと する ものには、つよい いしが ひつようだ。）

ことを なさんと する ものには、つよい いしが ひつようだ。

成大事需強意志。



8 提示：命・生まれ出る （うまれいでる）

新しい命がこの世に生まれ出んとしている。（あたらしい いのちが この よに うまれ いでんと して いる。）

あたらしい いのちが この よに うまれ いでんと して いる。

新生命正要降臨。

9 提示：嵐・過ぎ去る （すぎさる）

嵐がまさに過ぎ去らんとする頃、空が明るくなった。（あらしが まさに すぎさらんと する ころ、そらが あかるく なった。）

あらしが まさに すぎさらんと する ころ、そらが あかるく なった。

暴風雨正要過去天就亮了。

10 提示：（罠）サ変は「せんとする」（サへん）

（×）研究をしんとする／（○）研究を**せんとする**
サへん

サへん

する不變「しんとする」，要變「せんとする」。

11 提示：（罠）んとする＝（よ）うとする （ぶんご）

（文語）言わんとすること＝（口語）言おうとすること
ぶんご

ぶんご

んとする是（よ）うとする的古風文語形，意思相同。

12 提示：（罠）接ない形語幹 （みぜんけい）

（×）言うんとする／（○）言**わ**んとする
みぜんけい

みぜんけい

接動詞ない形的語幹（未然形），不是辭書形。

13 提示：（自由）夜が明ける （あける） 參考解答

長い夜が、ようやく明けんとしている。（ながい よるが、ようやく あけんと して いる。）

ながい よるが、ようやく あけんと して いる。

漫長的夜終於正要破曉。

14 提示：（自由）改革する （かいかく） 參考解答

彼は組織を根本から改革せんとしていた。（かれは そしきを こんぽんから かいかく せんと して いた。）

かれは そしきを こんぽんから かいかく せんと して いた。

他當時正想從根本改革組織。

15 提示：（自由）飛び立つ （とびたつ） 參考解答

鳥がまさに飛び立たんとする瞬間を撮影した。（とりが まさに とびたたんと する しゅんかんを さつえい した。）

とりが まさに とびたたんと する しゅんかんを さつえい した。

拍下了鳥兒正要振翅起飛的瞬間。



16 提示：幕・上がる （あがる）

今まさに、新たな物語の幕が上がらんとしている。（いま まさに、あらたな ものがたりの まくが あがらんと して いる。）

いま まさに、あらたな ものがたりの まくが あがらんと して いる。

如今，新故事的序幕正要揭開。

17 提示：意味・くみ取る （くみとる）

作者の言わんとするところを、丁寧にくみ取る。（さくしゃの いわんと する ところを、ていねいに くみとる。）

さくしゃの いわんと する ところを、ていねいに くみとる。

細細體會作者想表達的旨意。

18 提示：船・出港する （しゅっこう）

船がまさに港を出んとする時、汽笛が鳴った。（ふねが まさに みなとを でんと する とき、きてきが なった。）

ふねが まさに みなとを でんと する とき、きてきが なった。

船正要出港時，汽笛響了。

19 提示：決断・下す （くだす）

重大な決断を下さんとする彼の表情は固かった。（じゅうだいな けつだんを くださんと する かれの ひょうじょうは かたかった。）

じゅうだいな けつだんを くださんと する かれの ひょうじょうは かたかった。

正要做出重大決斷的他，表情凝重。

20 提示：希望・芽生える （めばえる）

人々の心に、新たな希望が芽生えんとしていた。（ひとびとの こころに、あらたな きぼうが めばえんと して いた。）

ひとびとの こころに、あらたな きぼうが めばえんと して いた。

人們心中，新的希望正要萌芽。

21 提示：戦い・始まる （はじまる）

歴史を変える戦いが、今始まらんとしている。（れきしを かえる たたかいが、いま はじまらんと して いる。）

れきしを かえる たたかいが、いま はじまらんと して いる。

改變歷史的戰役，如今正要展開。

22 提示：雨・降り出す （ふりだす）

空が暗くなり、今にも雨が降り出さんとしている。（そらが くらく なり、いまにも あめが ふりだ さんと して いる。）

そらが くらく なり、いまにも あめが ふりだ さんと して いる。

天色轉暗，眼看就要下起雨來。

Iku老師の日本語 ・ jp.ikuchannel.com — 本練習單僅供個人學習使用，內容皆來自網站已驗證教材。


